
９月１４日（月）、不登校対策に関する研修会を実施しました。 

SSR設置校（平五小、平二中、平三中、小名浜一中、泉中）の担

当教員をはじめ、小・中学校の不登校対策について共に考えた

い先生方が集まりました。研修では、各学校の実態や「児童生

徒が安心できる場の確保」「校内の組織体制」「小中連携」など

についてグループ協議を行いました。 

・玄関から SSRへの動線の工夫 

・登校時にカレンダーへシールを貼る取組 

・全教員が関われる時間割の工夫 

・クールダウンスペースの設置 

・教室への観葉植物（緑）の設置 など 

 

各校での実践や工夫が共有され、SSR 未設置校でもすぐに取

り組めそうなアイデアが多く出されました。 

教師が「話す」授業から 教師が「みる」「きく」「つなぐ」授業へ 
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 令和８年９月２日（小学校教員対象）、９月９日（中学校教員対象）に、福島県小・中学校教育課程研

究協議会が行われました。次期学習指導要領改訂の概要についての講義後、サキドリ研究校であるいわ

き市立勿来第一小学校の取組について発表がありました。また、各教科のフォーカスポイントの説明や

特別支援教育（通級による指導、自立活動）についても説明があり、活発に協議が行われました。 

【参加者アンケートより】（一部掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各教科のフォーカスポイントについては、小中連携を踏まえ、あわせてご活用ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～第３回 SSR等（不登校対策 

担当教員等研修会～ 

日時：令和８年１２月１日（火）

14:00～16:20  

会場：いわき合同庁舎４階 

申込方法：Plantにて 

アットホームな研修会です。

小・中学校教員であれば、どな

たでも参加できます。初めての

参加も大歓迎です。不登校対策

について一緒に考えて 

いきましょう。 

令和８年度 福島県小・中学校教育課程研究協議会 

第２回 SSR等（不登校対策）担当教員研修会 

 

～小学校教員～ 

・次期学習指導要領改訂の概要や福島県教育研

究協議会資料フォーカスポイントについて職場

で共有し、今から来年度の教育課程に向けて学

校全体で考えていきたい。 

・勿来第一小学校の実践例を参考にし、柔軟な

教育課程が編成できるメリットを十分に活用し

ていきたい。 

・「調整授業時数制度を本校で行うなら」につい

て、全教職員で理想の教育課程を話す場を作り

ます。ワクワクして考えたいです。 

・教師の説明が多すぎると児童が主体的に考

え、活動する力が育たない。教師の 

説明を必要最低限にとどめ、児童の 

思考力、表現力を育てる授業を職員間 

で共有し、教育活動を進めていきたい。 

～中学校教員～ 

・自分自身の知識が不足していたために、イメ

ージすることの段階で終わってしまった感があ

った。まずは、次期学習指導要領の内容理解を

深めるとともに、職員に説明する時間をとり、

共有することから始めたい。 

・サキドリ研究校の取組を聞き、働き方改革を

推進できるような余白の時間の作り方や総合的

な学習の時間の探究活動のあり方など次年度に

向けて校内で協議していきたいと思った。 

・各教科のフォーカスポイントを拠り所とし

て、これから本格的にスタートする 

現職教育（１人１研究授業）の実践 

に活かしていきたいです。 

・小学校と連携し、長期的なスパンで 

できることを考えていくことも大切。 


